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観測方程式は、   

用  

仇ノ（り一明帥2）  
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1．はじめに   
国鉄pR）の民営化前のデータをK血l卸仙eJl】を  

いてデT夕を縮約したが、そのとき民営化の効果が  

データ予測に大きな影響を与えたので、電電公社  

（NTT）についても民営化やその他の効果について  

Kdmanfilterを用いて分析する。  

2．Kalman filterについて  

未知パラメタはT2だけなので対数尤度  

J（T2）＝∑（－1／2）log（2叫lト1））  
r  

－∑卯）－坤rl））2／（M（小一1））  
J  

を最大にするように決めればよい。ただし、   

尺（小一1）＝叩）‘p（fl卜1）叫り・の2  

である。誤差分散および初期値40）はKalnlan n）terを  

逆向きに使うことによって求める。  

3・分析結果   

文献【3】のデータに基づき電電公社、mの時系列  

データの6項目、すなわち市外通話収入、市内通話収  

入」その他の収入、総資産、従業員数、加入電話総  

数についてKa】manⅢterを用いて分析を行った。   

その結果、総資産、従業員数、加入電話総数につ  

いては単位料金改定、民営化、mデータ分割の効  

果は見られなかった。   

また、市外通話収入、市内通話収入、その他の収  

入については、その効果が見られた。   

その結果、効果が見られた項目についてグラフを  

調べていくと、市内通話収入の項目だけ予測が時点  

吼、q、ちで大きく外れる傾向があったので、そ  
の項目についてだけトレンド成分を2次から1次、3次  

に変更してみたが、1次については誤差を加えただけ  

になってしまい結局1時点ずれただけのような形にな  

り、3次に変更したらより大きく外れるようになって  

しまった。   

また、効果が見られなかった項目でも従業員数の  

グラフのみ2次曲線のような形だったので、トレンド  

成分を3次に変更′して推定、予測をおこなったが、2  

次のときとほとんどかわらなかった。以上のことよ  

り、結局トレンド成分は2次でおこなえば十分である  

ということが分かった。  

時系列データを分析する方法には様々な方法があ  

るが、モデルの柔軟性の観点からJRの場合と周様に  

鮎Iman蝕erl2】を用いる。   

時点Jでのトレンドなどに関する状態を表す変数  

ヰりを推定、予測したいものとする。時点Jから時点  

（〃」）への状態変化は、雑音亘J）を考慮して構造方程式   

α（r十り＝fb（り十〟（f）G  

で与えられるものとする。時点Jでの観測値叫J）は状  

態4／）と関連づけられるが、雑音lγのを含んでいるた  

め、観測方程式   

坤）＝〃（り‘坤）＋W（f）  

で表されるものとする。   

時点／でのデータ叫／）は、民営化効果以外の効果も  

考慮することとして   

叫声トレンド成分叩）＋単位料金改定効果エ（J，q，）  

＋民営化効果エ（r，q）  

＋mデータ分割効果上仏β2）＋不規則成分≠∽  

と表現できるとする。トレンド成分不りは2次差分   

∇2彗†r（f）－r（卜1）卜（叩－1）一丁（卜2））   

＝以（′り一〃（0，T2）  

を用いる方法の他に、1次、3次差分も取り上げる。  

時点β。で単位料金改定、時点qで民営化、時点ち  
でmデータ分割が行われた。このとき、状態方程  

式は、トレンド成分を2次差分で表現する場合には、   
坤＋り＝鞄（り十坤）G   

α（り＝（r（り，r（卜1），上仏吼），上什q），⊥朽ち）‘  
：状態  
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で与えられ、  

－160－   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



＜効果が見られたデータ（市内通話料金）：1次＞  ＜効果が見られないデータ（従業員数）：2次＞  

＝ 雪 空 ヒ 空 岩 紀 泊 白 露 岩 窯 湾 岳 焉  ＝ 雪 空 亡：空 石島 絹 哀；寓 言‡；営 岳＋  

＜効果が見られたデータ（市内通話料金）：2次＞  ＜効果が見られないデータ（従業員数）：3次＞  

＝ 雪 空 ヒ 空 品 田 紹 短 命 岩 勇 肖 白 鳥  ＝ ℡ 聖 ヒ 空 岩 男 紹 誌 罵 岩 男 綱 島 籍   

＜効果が見られたデータ（市内通話料金）：3次＞  も今後の課堅   

Kdm卸仙erにより縮約された予測値を入出力値と  

してもつDMUを想定し、その他のDMUとして各年  

度ごとの実績値やm以外の通信事業者の実績値を  

対応させてDEAにより業績を評価したい。   

【1止田、染谷‥「DEAにおけるKdm卸仙訂の利用」、  

1998春期OR学会大会  

【勾上田：「予測手法（1）‥時系列予測勤、オペレー 

ンズ・リサーチ、1994年6月号  

【31末吉‥”Meast）rjngE餌dencies andRett）mStOScaJeof   

NipponTe］egraph＆Te）ephoneinProductionandCost   

An山yses－－，m卸喝問一別t Sd帥∝，Vo】・43，No．6，June  

1997  

‾ 巾 めト ¢ ＝ 雪 空 ヒ！石 紀 泊 も 紀 岩 魚 縛 白 票  
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